
谷川岳報告書 

2018.7.29 

S183108 三川真慧 

1. 実施日：2018.7.21～7.22 

2. 谷川岳  

3. 参加者：新井 野呂 大島 渡邊 小倉 池田 三川 

4. 1日目 

 天気 はれ 

 土樽 → 林道入口 → 小休憩 → 小休憩 → 休憩 

到着 8：50  9：28  9：42  10：07  10：22 

出発 9：00  9：28  9：49  10：12  10：30 

 東俣沢出合 → 小休憩 → 広場 → 休憩 → 水場 

到着 10：52  11：35  11：55  12：29  12：49 

出発 11：02  11：47    12：43   

 小休憩 → 最期の水場 → 蓮ヒュッテ     

到着 13：06  13：32  13：55     

出発 13：11  13：40       

1日目は、土樽駅に集合し、そこから徒歩で蓮ヒュッテを目指した。気温が非常に高く、林道に入って

からは風も吹かず非常に蒸し暑かった。水分補給のために休憩を多めにとったが、予定してよりも約 1

時間早く目的地に到着した。小屋についてからテントを建てて夕飯の支度をした。人数分のパスタを

ゆでて、各々がもちよったパスタソースをかけて食べた。パスタをゆでたお湯を野菜スープにしたの

だが、材料のネギを事前に切って持ってきたところ夏の暑さで傷んでしまい謎の異臭を放っていた。

調理時間短縮のために野菜を切った状態で持ってくるのは夏の山行ではやめた方がいいだろう。夕食

後は翌日に備え 19：30には就寝した。 

 

5. 2日目 

くもり/はれ 

 蓮ヒュッテ → 武能岳山頂 → 休憩 → 小休憩 → 小休憩 

到着   4：49  5：31  6：06  6：42 

出発 3：56  5：02  5：37  6：13  6：50 

 

 茂倉岳山頂 → 一ノ倉岳 → 小休憩 → 休憩 → オキの耳 

到着 7：11  7：52  8：28  8：57  9：35 

出発 7：31  7：56  8：36  9：06  9：55 

 

 トマの耳 → 肩の小屋 → 天狗の泊り場 → 熊穴沢避難小屋 → 休憩 

到着 10：15  10：31  11：20  12：10  12：55 

出発 10：25  10：40  11：29  12：20  13：15 



 土合口 → 土合霊園地 → 土合駅     

到着 14：05  14：11  14：35     

出発 14：05  14：17       

2日目は 2：30に起床し、朝食を済ませて出発の準備をした。武能岳までの道は膝くらいの高さの草が

道中に生い茂っていて草についた朝露で足が濡れてしまった。急こう配な道が続き、日の出前であっ

たこともあってか非常に歩きづらかった。茂倉岳までの道も非常に急な坂道が続いていて適度に休み

を取りつつ少しずつ進んだ。一ノ倉岳への道は急な坂道を下ることが多く、足場が悪く転ばないよう

に注意しつつ進んだ。谷川岳山頂までは稜線にそって歩くことが多く、曇っていた空が少しの間だが

晴れたので景色を楽しみながら山頂を目指した。谷川岳山頂（オキの耳）で記念撮影をしてからもう 1

つの山頂であるトマの耳を目指した。トマの耳に到着したあたりから空も晴れてきて日差しが急に強

くなった。トマの耳から下ってすぐのところにある肩ノ小屋でトイレ休憩の後、土合駅に向けて下山

しはじめた。ガレ場が続き坂も急であったため非常に歩きづらかった。土合口からは一般道を歩いて

土合駅に到着した。 

6. 総括 

無事に山行を終えることができたが、今回の山行は反省点の多いものであった。夜間の防寒用の衣服

を持ってきていない部員がいたこと、調理用具が不足していたことなどの装備に関する問題点や 2日

目の行程が予定と随分と異なってしまった点が挙げられる。これらの反省点から、装備の見直しをし

っかり行い、足りないものを補充して夏合宿にそなえていきたい。計画と実際の行程のズレについて

は計画当初、休憩は 1時間に 1回するということで計画しており実際に歩くよりも早い時間になって

しまった。今後、山行計画は 2人で行わずに複数で行うべきだろう。反省点があった山行であった

が、夏合宿の前に課題を見つけることができてよかった。今回の反省点を活かして夏合宿に備えた

い。 

 

1谷川岳山頂付近の景色 

 

1肩の小屋 


